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◆	給与所得者の年末調整
◆	所得税・町県民税改正のお知らせ
◆	町職員の給与・勤務状況
◆	ＡＥＤを知っていますか
◆	年末年始	ごみの取扱い



給
与
所
得
者
の
所
得
税
は

年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す

国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用
すると、自宅やオフィス、税理士事務所からイン
ターネットで国税の申告、納税および申請・届出
などができるため大変便利です。
e-Tax で申告をすると
①自宅からインターネットを利用して申告できます。
②最高５，０００円の税額控除が受けられます。
※ただし、これまでの確定申告でこの控除の適
用を受けた方は、平成２１年分は受けられません。
③添付書類の提出を省略することができます。
④還付金が早く受け取れます。

詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。
http://www.e-tax.nta.go.jp

▷問合先　伊勢税務署個人課税
部門

（☎２８－３１９４） 国税電子申告・納税システム

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

１
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る

所
得
税
額
と
、
毎
月
の
給
与
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計

額
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
な
ど
に

よ
り
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

①
結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ
り
年
の

中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ

る
場
合
が
あ
る
。

②
生
命
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
特

別
控
除
な
ど
は
、
年
末
に
１
度

に
控
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の

給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に
、

過
不
足
額
の
精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま
す
。

こ
の
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る

人
は
、
年
末
調
整
を
行
う
日
ま
で

に
『
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
』
を
提
出
し
て

い
る
方
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

給
与
所
得
の
金
額
は
、
給
与
の

収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額

を
差
し
引
い
て
算
出
し
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
勤
務

に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算
控

除
と
し
て
、
給
与
所
得
控
除
額
が

給
与
の
年
収
額
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次

の
よ
う
な
方
は
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
１
年
間
の
給
与
収
入
が
、
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

②
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
方

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
（
収
入
金
額
︱
必
要

経
費
）
の
合
計
金
額
が
２
０
万

円
を
超
え
る
方

確
定
申
告
を
す
る
義
務
が
な
い

方
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

⑤
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
を
受
け
る
場
合

▽
問
合
先　

伊
勢
税
務
署
個
人
課

税
部
門
（
☎
２
８
︱
３
１
９
４
）

給
与
所
得
の
金
額
の
計
算

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

e
イー

-T
タ ッ ク ス

axで確定申告
個
人
向
け
の
『
電
子
証
明
書
』
は
、

地
方
公
共
団
体
に
よ
る「
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
」に
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

度
会
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
は
、
役
場

窓
口
で
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）」
を
入
手
し
、
申
請
書
な
ど

を
提
出
し
て
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
発
行
手
数
料

◦
住
基
カ
ー
ド　

５
０
０
円

◦
電
子
証
明
書　

５
０
０
円

住
基
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
の

取
得
は
お
早
め
に
！

住
基
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
発
行
手
続

き
に
日
数
が
か
か
る
た
め
、
確
定
申
告

の
時
期
が
近
づ
き
、多
数
の
人
か
ら
住
基

カ
ー
ド
の
取
得
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
発
行
ま
で
に
数
週
間
か
か
る
場

合
が
あ
り
、
確
定
申
告
の
期
限
ま
で
に

発
行
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明
書

の
取
得
は
、お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
子
証
明
書
発
行
な
ど
の

一
時
停
止
に
つ
い
て

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
い
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
が
一
時
停
止
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▽
停
止
日
時　

12
月
28
日
（
月
）
終
日

▽
停
止
業
務　

電
子
証
明
書
の
発
行
・

更
新
・
失
効

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課
（
☎
６

２
︱
２
４
１
１
）

『
電
子
証
明
書
』
は
お
持
ち
で
す
か
？

e-T
ax

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、原
則
『
電
子
証
明
書
』
が
必
要
で
す
。
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役
場
産
業
建
設
課
で
は
『
く
り
味
南
瓜
』
を
生
産
調
整

奨
励
作
物
と
し
て
推
奨
し
、
出
荷
に
対
し
て
助
成
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

栽
培
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
産
業
建
設
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
町
県
民
税
改
正
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
分
か
ら
、
新
た
に
所

得
税
の
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
控
除

額
を
、
翌
年
度
分
の
町
県
民
税
か

ら
控
除
で
き
る
新
た
な
『
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
』
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

▽
対
象
と
な
る
方　

平
成
21
年
か

ら
平
成
25
年
ま
で
に
入
居
し
、

か
つ
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方

▽
控
除
適
用
額

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可

能
額
の
う
ち
、
所
得
税
で
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
な

ど
の
合
計
額
に
５
％
を
乗
じ
て

得
た
額
（
上
限
９
７
，
５
０
０

円
）

※
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
少
な

い
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
手
続
き
に
つ
い
て　

所
得
税
に

関
す
る
手
続
き
（
年
末
調
整
ま

た
は
確
定
申
告
）
を
行
え
ば
、

申
告
手
続
き
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
」（
平
成

11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に
入
居

し
、
税
源
移
譲
に
よ
る
経
過
措
置

を
受
け
る
方
）
に
つ
い
て
も
、
所

得
税
に
関
す
る
手
続
き
（
年
末
調

整
ま
た
は
確
定
申
告
）
を
行
え

ば
、
原
則
、
申
告
手
続
き
が
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

町
県
民
税
の『
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
』の
創
設

減
価
償
却
資
産
の

法
定
耐
用
年
数
の
見
直
し

減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
機

械
な
ど
の
資
産
区
分
を
変
更
し
、

法
定
耐
用
年
数
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
農
業

用
設
備
の
資
産
区
分
が
細
か
く
分

類
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
農
業

用
機
械
」
と
し
て
ま
と
ま
り
、
耐

用
年
数
が
「
７
年
」
と
な
り
ま
し

た
。改

正
後
の
法
定
耐
用
年
数
は
、

平
成
21
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
「
収
支

内
訳
書
の
書
き
方
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
例
）
耐
用
年
数
５
年
の
ト
ラ
ク
タ
ー

と
田
植
機
や
耐
用
年
数
８
年
の
も
み
す

り
機
→
耐
用
年
数
７
年
の
農
業
用
設
備

に
統
一

よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
お
答
え

す
る
『
電
話
音
声
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
に
よ
る
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
』

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
11
月
30
日
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携

帯
電
話
サ
イ
ト
を
含
む
）
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
今
後
も
引
き
続

き
、
時
期
に
応
じ
た
税
情
報
な
ど

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な

ご
相
談
は
、
伊
勢
税
務
署
に
お
電

話
の
上
、
音
声
案
内
に
従
っ
て

「
１
」
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
が
お
受
け
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
電
話
相
談

◦
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

◦
伊
勢
税
務
署
（
☎
２
８
︱

３
１
９
１
）

▽
問
合
先　

伊
勢
税
務
署
（
☎

２
８
︱
３
１
９
１
）

『
電
話
音
声
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

に
よ
る
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
』

の
終
了
に
つ
い
て

町
で
は
、
新
し
く
成
人
と
な
る

方
を
対
象
に
、
成
人
を
祝
う
式
典

を
開
催
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
町
教
育
委

員
会
か
ら
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

が
、
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
、

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

式
典
に
は
、
可
能
な
限
り
平
服

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

記
念
撮
影
や
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

平
成
22
年
１
月
10

日
（
日
）
午
前
10
時
～

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
～

▽
開
催
場
所　

町
中
央
公
民
館

▽
対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
町
内
在
住
の
方

※
町
外
へ
転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
、

ご
希
望
が
あ
れ
ば
参
加
可
能

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
︱
２
４
２
２
）

▽
申
込
期
限　

12
月
25
日
（
金
）

▽
申
込
条
件

◦
生
産
調
整
作
物
と
し
て
水
田
に

栽
培
す
る
こ
と

◦
収
穫
し
た
『
く
り
味
南
瓜
』
を

農
協
へ
出
荷
す
る
こ
と

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
建

設
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
６
）

平
成
22
年
成
人
式
を
開
催

く
り
味
南
瓜
を
栽
培
し
ま
せ
ん
か
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地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価
と

し
て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
民
間

と
の
比
較
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か

の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
と
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
度
会
町
職
員

の
人
事
行
政
の
運
営
な
ら
び
に
支

給
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▷問合先　役場総務課
　　　（☎６２－１１１１）

職員の平均年齢、平均給料・給与月額	 （平成21年４月１日現在）
区　分 一般行政職 技能労務職

平均給料月額 294,277円 257,370円
平均給与月額 335,422円 264,385円
平 均 年 齢 39.5歳 51歳

※給与とは、基本給である給料に諸手当を含んだものです。

職員の初任給	（平成21年４月１日現在）
区分 町 国
高校卒 140,100円 140,100円
短大卒 149,800円 149,800円
大学卒 161,600円 172,200円

（一般行政職）

職員１人当たりの額	（平成20年度決算見込）

職員１人当たりの給与 5,015,000円

ラスパイレス指数 91.8

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
を100とした場合の当町職員の給与水準です。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額	 (平成21年４月1日現在）
区　　分 10年 15年 20年
高　校　卒 205,400円 250,800円 288,900円
大　学　卒 234,900円 281,500円 316,100円

（一般行政職）

特別職の給料など	 （平成21年度）
区　分 月　額 期末手当 勤勉手当

給　

料

町　長 717,000円
（730,000円）  ６月期 1.95月分

12月期 2.20月分
　 計　 4.15月分

－副町長 554,000円
（560,000円）

教育長 494,000円
（500,000円）

※（　　）内は、減額措置する前の月額です。

町議会議員の報酬など	 （平成21年度）
区　分 月額 期末手当 勤勉手当

報　

酬

議　長 280,000円
 ６月期 1.6月分
12月期 1.6月分
　 計　 3.2月分

－
副議長 216,000円
委員長 206,000円
議　員 197,000円

町職員の
給与・勤務

状況

町職員の
給与・勤務

状況

お知らせ
給与の状況

部門別職員数と主な増減理由	 (各年４月１日現在)
区分

部門・該当課
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成20年 平成21年

一　

般　

行　

政

議 会 議会事務局 2 2 0 －

総 務 総務課・出納室・税務住民課（戸籍）
政策調整室 16 16 0 －

税 務 税務住民課（税務） 6 6 0 －
農林水産 産業建設課（農林施設・振興） 4 4 0 －
商 工 産業建設課（商工労働) 1 1 0 －
土 木 産業建設課（建設） 4 4 0 －

民 生 福祉保健課（福祉・保育所）
税務住民課（年金保険） 38 37 △ 1 保育士退職により臨時職員を補充（△ 2）

当部門への人員補充による増員（1）

衛 生 生活環境課（衛生）
福祉保健課（保健センター） 9 9 0 －

小　　　計 80 79 △ 1
特
別
行
政

教 育 教育委員会（事務局・学校・給食
センター・公民館） 17 16 △ 1 他部門への人員補充による減員（△ 1）

小　　　計 17 16 △ 1
公
営
企
業
等

水 道 生活環境課（水道） 2 2 0 －

そ の 他 税務住民課（国保・後期高齢者医療）
福祉保健課（介護） 6 7 1 県後期高齢者医療広域連合に派遣（1）

小　　　計 8 9 1
合　　　　　　計 105 104 △ 1

※職員数は一般職に属する職員数です。

職員数の状況

特別職の状況
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職員の採用
職員の採用は、行政需要の動向や今後の退職者

数などを考慮して行っています。
平成２１年４月１日の職員新規採用状況は、次

のとおりです。
一般行政職

人数 3
職員の退職

平成２０年度中の職員退職状況は、次のとおり
です。

一般行政職 労務職 計
定年 １ 0 1
普通 1 ０ 1
勧奨 2 ０ 2
計 4 0 ４

勤務時間
週３８時間４５分勤務で、１日の勤務時間は

午前８時３０分から午後５時１５分までです。
保育所については、住民サービスの向上など

を目的に延長保育を行っています。そのため、勤
務時間帯をずらすなど異なる勤務形態をとってい
ます。
休暇制度

休暇には大きく次の４つがあります。
①年次有給休暇　１年（暦年）当たり２０日間

の年次有給休暇が与えられます。残数がある
場合は、２０日を限度として翌年に繰り越す
ことができます。
②病気休暇　病気療養に必要な期間（９０日以

内）について有給で与えられます。
③特別休暇　特定の事由に基づいて有給で認め

られます。結婚休暇、忌引休暇、産前・産後
休暇、ボランティア休暇、夏季休暇、リフレッ
シュ休暇などがあります。
④介護休暇　配偶者などの介護が必要な期間（連

続して６か月以内）について無給で与えられ
ます。

分限処分
分限処分は、公務能率を維持することを目的と

して、心身の故障や職に必要な適格性を欠くなど、
一定の事由がある場合に、職員の意に反する不利
益な身分上の変動をもたらす処分です。その種類
として、免職、降任および休職があります。

平成２０年度の分限処分はありませんでした。
懲戒処分

懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務などに
違反した場合に道義的責任を問うことにより、公
務における規律と秩序を維持することを目的とす
る処分です。

その種類として、免職、停職、減給および戒告
があります。

町民の皆さんからの信頼を確保していくため
に、今後とも服務規律の遵守徹底を図るとともに、
不祥事が発生した場合には、厳正に処分します。

平成２０年度の懲戒処分はありませんでした。

（平成21年４月１日現在）
手当の状況

勤務の状況 人件費の状況

区　分 内　　　　　　　容

扶 養 手 当 ＊扶養親族のある職員に支給
・配偶者　　　月額　13,000円
・配偶者以外　月額　 6,500円

16～22歳の子は、1人につき
5,000円加算

住 居 手 当
借家、アパートなどを借受け一
定額以上の家賃の支払いがある
職員

上限　26,000円

時間外勤務手当 ＊正規勤務時間以外の時間の業務

・勤務1時間当たりの給与額に
125/100を乗じた額（午後
10時～午前5時までの場合、
さらに25/100を加算）

・代休による対応あり

休日勤務手当 ＊祝日法による休日における業務

・勤務1時間当たりの給与額に
135/100を乗じた額（午後
10時～午前5時までの場合、
さらに25/100を加算）

・代休による対応あり
宿 日 直 手 当 ＊閉庁日の日直業務 １回 4,200円
管 理 職 手 当 一般職員(課長級以上) 月額　25,000円
期 末 手 当 ＊ 6月期 1.25月分　12月期 1.50月分

職級に応じて、加算額あり
勤 勉 手 当 ＊ 6月期 0.70月分　12月期 0.70月分

通 勤 手 当 ＊
通勤のため、交通機関または
自動車などの交通用具を使用
する場合

・自動車等を使用しての通勤距
離(片道)

５㎞以上10㎞未満 2,000円
10㎞以上15㎞未満 4,100円
15㎞以上20㎞未満 6,500円
65㎞まで５㎞ごとに支給額を設定
・公共交通機関使用の場合など

の規定あり

特殊勤務手当
伝染病防疫作業 １日 700円
美化センターごみ収集作業 １日 600円

退 職 手 当 ＊

定年・勧奨退職の場合
勤続35年以上
 退職時本俸×59.28
勤続30年 退職時本俸×51.48
勤続25年 退職時本俸×42.12

・退職事由により乗数は変わり
ます。５年単位で３例挙げま
したが、３４年以降１年単位
で乗数は違います

・早期勧奨特例措置あり
＊は、国と同じ基準です。

人件費 
（平成20年度普通会計決算見込）
普通会計歳出総額　3,430,471千円
　　　うち人件費　 735,357千円
※人件費には、一般会計の給与のほか、町長を
はじめ特別職や議会議員および各種委員など
の給料、報酬などを含んでいます。

職員給与費
（平成21年度一般会計当初予算）
給与費総額　482,258千円

※職員手当には、退職手当は含まれていません。
※職員給与費とは、人件費のうち一般職に支給
される給料、諸手当をいいます。

人件費
735,357千円
21.4%

投資的経費
686,062千円
20.0%

公債費
374,217千円
10.9%

扶助費
207,239千円
6.1%

その他
1,427,596千円
41.6%

給料
328,158千円

扶養手当
6,377千円住居手当

1,266千円

時間外
勤務手当等
4,735千円

宿日直手当
643千円

管理職手当
3,000千円 期末・勤勉手当

130,304千円

通勤手当
2,039千円

特殊勤務手当
600千円

管理職特別勤務手当
100千円
児童手当
2,025千円

投開票事務手当
3,011千円
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AED

もしそこにＡＥＤがあり、
使える人がいれば、
助かる命があります。
▷問合先　役場福祉保健課
　　　　　（☎６２−１１１２）

ＡＥＤって何？
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、体外（裸の胸の上）に貼る

電極のついたパッドから自動的に心臓の状態を判断し、心室細動と
いう不整脈を起こしていれば、強い電流を一瞬流し、除細動を与え
ること（電気ショック）で、心臓の状態を正常に戻す機能を持つ小
型器械のことです。

町内９か所の公共施設などにＡＥＤを設置
町では、急な心肺停止などに陥った場合、救急隊が到着するまでの間に誰もが応急対応を行うことができる

ようにするため、新たに次の９か所の公共施設などにＡＥＤを設置しました。
いち早い除細動は社会復帰の鍵になり、そのまま放置していると助かる見込みがどんどん失われます。
皆さんもＡＥＤについて、正しい知識と取り扱いの理解を深め、万一の状況に陥っても安心して使用できる

ようにしましょう。

ＡＥＤの効果を最大限発揮するためには心肺蘇生法が重要
効果的な心臓マッサージと人工呼吸は、ＡＥＤが使用できるまで、重要な臓器（脳など）に血液を送り、心

臓が元の動きに戻ったときに、体の機能障害を残さずに社会復帰できる可能性を高めます。
つまり、ＡＥＤだけではなく、確実な心肺蘇生法との併用が大切なのです。この機会に、心肺蘇生法の理解

を深めましょう。
ＡＥＤを使用した心肺蘇生法の流れは次のページのとおりです。

平成２１年度に設置した公共施設など
№ 公共施設名 利用可能時間
1 長原保育所 月～金曜日　午前８時～午後５時３０分

2 棚橋保育所 月～金曜日　午前７時～午後７時
土曜日　午前８時～午後４時３０分

3 中之郷保育所 月～金曜日　午前８時～午後６時

4 遊水プール鏡 プール利用客用

5 町地域交流センター 月～土曜日　午前８時３０分～午後７時

6 れんげ草（町地域福祉
センター一之瀬支所） 月～金曜日　午前９時～午後４時

7 麻加江駐在所 毎日２４時間

8 棚橋駐在所 毎日２４時間

9 脇出駐在所 毎日２４時間

※対象年齢・・・１歳以上

既に設置した公共施設など
№ 公共施設名 利用可能時間

1 度会町役場 月～金曜日
午前８時３０分～午後５時１５分

2 度会小学校 児童用

3 度会中学校 生徒用

4 わたらい緑清苑 入所者用

5 町地域交流センター 月～土曜日
午前８時３０分～午後５時１５分

※対象年齢・・・大人

ＡＥＤを知っていますか？
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運動の重点
◦高齢者の交通事故防止
◦全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　正しい着用の徹底
◦飲酒運転の根絶

交通安全キャンペーンを実施
町では、年末の交通安全県民運動期間中に交通

安全キャンペーンを実施します。
▷実施日時　１２月１９日（土）午前１０時３０分～
▷実施場所　グッディ度会店、プライスカット度会店
▷問 合 先　役場総務課（☎６２－１１１１）

¹²⁄₁₉㈯

AED ＡＥＤを知っていますか？

12月11日（金）～20日（日）
年末の交通安全県民運動

度会町ふるさと応援寄附金

ふるさと納税制度にもとづき、ご寄
附をいただいた方です。

・東谷　隆夫さん	 ５００,０００円
　（神奈川県横浜市）

（１１月中に納税のあった方）

いただきました寄附金は、町のため
に大切に使わせていただきます。

ありがとうございました。

  Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
流
れ

倒れている人を発見したら声を掛けて
意識の有無を確認します。

１１９番通報の依頼。
AEDの要請。

気道を確保し、呼吸の有無を
確認。

呼吸が無ければ、人工呼吸を
２回行います。

間を置かず、心臓マッサージを行う。

AEDの電源を入れ、パッドを装着し
コネクターを接続。

自動的に心電図を解析します。除細動の
必要があれば充電を開始します。

充電が完了したら通電ボタンを
押します。

胸の真ん中（乳首と乳首の間）
を１分間に100回の速さで30回
圧迫。

ＡＥＤが到着するまで、人工呼吸
２回、心臓マッサージ30回の
サイクルを繰り返す。

パッドに描かれた図の通りに
パッドを装着します。

自分、その他の人が
離れていることを
確認します。

電源を入れた後は
音声ガイダンスに
従いましょう。

見て、聞いて、
感じて…

１回１秒かけて２回！

離
れ
て
く
だ
さ
い
！

離
れ
て
く
だ
さ
い
！

呼吸の確認をし、呼吸が無ければ心臓
マッサージと人工呼吸を再開します。
２分後にＡＥＤは再度心電図の解析を行い
ますので、ＡＥＤの指示に従いましょう。
途中で呼吸や意識が戻った場合は回復体位
をとらせて救急車の到着を待ちましょう。

人が倒れて
います。

電気ショック完了

AED
到着

回復体位

1

2

3

4

5

8

7

6

わかりますか！？

１１９番お願いします！

ADE持ってきて！！

患者に触れないで
ください。

患者に触れないで
ください。
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年末年始
ごみなどの取り扱いについてお知らせします

ごみの収集・受入
日　　時 町美化センター 伊勢広域環境組合『清掃工場』

１２月６日（日）午前９時～午後４時 粗大ごみ受入 休　み
１２月１２日（土）・１３日（日） 休　み 休　み
１２月１９日（土）・２０日（日） 休　み 休　み

１２月２３日（水） 休　み 休　み
１２月２６日（土）・２７日（日） 休　み 休　み

１２月２８日（月）
午前８時３０分～午後４時３０分 一般ごみ収集・受入 一般ごみ収集・受入

１２月２９日（火）
午前８時３０分～午後４時３０分 一般ごみ収集・受入 一般ごみ収集・受入

１２月３０日（水）～１月３日（日） 休　み 休　み
１月４日（月） 平常どおり 平常どおり

◦町美化センター、伊勢広域環境組合とも、正午から午後１時までの搬入はご遠慮ください。
◦年末は混雑が予想されますので、早めの搬入をお願いします。
◦詳しくは、「度会町カレンダー」１２月をご覧いただくか、役場生活環境課までお問い合わせください。
▷問合先　役場生活環境課（☎６２－２４１５）
し尿などの汲み取り

町許可業者の南島清掃（有）は、平成２１年１２月３０日（水）から平成２２年１月４日（月）まで休みになります。
早めに南島清掃（有）度会営業所までお問い合わせください。
▷問合先　南島清掃（有）度会営業所（☎６３－００３５）

国民の皆さんの信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、『日
本年金機構』として生まれ変わります。

◦現在の伊勢社会保険事務所は、新たに『伊勢年金事務所』と名称が変わりますが、年金相談などの窓口とし
て引き続きご利用いただけます。また、『伊勢年金事務所』は、現在ある社会保険事務所の建物をそのまま
使用しますので、所在地に変更はありません。

◦日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義で案内していた各種の関係書類は、
内容により、今後は厚生労働省または日本年金機構の名義でご案内させていただくことになりますが、国民
の皆さんに何らかの手続をしていただくことは一切ございませんので、ご安心ください。

◦日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継いで行
うこととなりますが、公的年金制度は、国の制度として、その財政や
運営に国が引き続き責任を持つことについては、これまでと変わりま
せん。

▷問合先　三重社会保険事務局運営課（☎０５９－２２６－２２２３）
※平成２２年１月以降は、伊勢年金事務所（☎２７－３６０４）へ
お問い合わせください。

平成22年1月からスタート！『日
にっぽん

本年金機構』
～	社会保険庁が廃止され、新たに『日本年金機構』がスタートします	～

廃止廃止 

社会保険庁 

日本年金機構 厚生労働省 

公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・
運営責任
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平
成
21
年
度度

会
広
域
連
合
職
員
を
募
集

クリスマスと言えばサンタクロース。
わんぱくだんの三人組がサンタクロースに出会えることにな

りました。
「わしを信じない子どもが増えているらしい」と悲しむサンタ

クロース。ため息をつくたびにどんどん小さくなっていきます。
子どもたちにプレゼントを届けに行くことができるのでしょ

うか。
子どものころの気持ちを思い出させてくれるような一冊で

す。“信じること”の素晴らしさも感じてみてください！

▷今月の貸出日　１２月１２日（土）、２６日（土）
　　　　　　　午後１時～５時

▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休館日　日曜・祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）
▷問合先　町地域交流センター（☎６３－００７０）

お薦めの絵本
『わんぱくだんのクリスマス』

ゆきのきみこ　上野与志／作
末崎茂樹／絵

図書室だより

▽
採
用
職
種　

事
務
職

▽
採
用
予
定
数　

２
名

※
平
成
22
年
４
月
１
日
採
用

▽
勤
務
内
容

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

認
定
事
務
（
南
伊
勢
町
・
大
紀
町
・

度
会
町
に
お
け
る
対
象
者
の
訪
問

調
査
お
よ
び
審
査
認
定
に
係
る
事

務
）

▽
受
験
資
格

◦
昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

◦
日
本
国
籍
を
有
す
る
地
方
公
務

員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項
に
該

当
し
な
い
方

▽
受
験
申
込
手
続

（
１
）
持
参
に
よ
る
申
込
方
法

◦
受
付
期
間　

12
月
１
日
（
火
）

～
12
月
25
日
（
金
）　

午
前
９

時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

◦
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
（
試
験
日
前
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

付
）

②
自
筆
履
歴
書
（
試
験
日
前
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

付
）

③
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明

書
④
最
終
学
校
成
績
証
明
書

◦
受
付
場
所　

度
会
広
域
連
合
事

務
局

◦
受
験
票　

申
込
書
を
受
理
し
た

と
き
に
交
付
し
ま
す
。

（
２
）
郵
送
に
よ
る
申
込
方
法

◦
受
付
期
間　

12
月
１
日
（
火
）

～
12
月
25
日
（
金
）
必
着

◦
提
出
書
類　

①
（
１
）
持
参
に
よ
る
申
込
提
出

書
類
①
～
④

②
受
験
票
返
送
用
封
筒
（
80
円
切

手
を
貼
り
、
申
込
者
の
氏
名
・

送
付
先
を
明
記
）

◦
申
込
先

〒
５
１
６-

２
１
０
３

度
会
町
棚
橋
１
２
０
２
番
地　

　
　
　
　

度
会
広
域
連
合
事
務
局

※
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

申
込
書
」
と
朱
書
き
し
て
下
さ
い
。

◦
受
験
票　

12
月
26
日
（
土
）
以

降
に
送
付
し
ま
す
。

※
高
等
学
校
在
学
中
の
方

提
出
書
類
の
う
ち
②
、
③
、
④

に
つ
い
て
は
、
全
国
高
等
学
校
統

一
応
募
用
紙
〔
そ
の
１
（
履
歴
書
）

そ
の
２
（
調
査
書
）〕
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
第
１
次
試
験

◦
日
時

平
成
22
年
１
月
31
日
（
日
）

受
付
時
間

午
前
９
時
10
分
～
９
時
40
分

教
養
試
験　

午
前
10
時
～
正
午

適
性
試
験

午
後
１
時
～
１
時
30
分

◦
試
験
会
場

役
場
２
階
大
会
議
室

◦
試
験
内
容　

教
養
試
験
（
択
一

式
）、
適
性
試
験

◦
持
参
す
る
も
の　

受
験
票
、
筆

記
用
具
（
Ｈ
Ｂ
以
上
の
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
）、
昼
食

※
試
験
結
果
に
つ
い
て
は
、
受
験

者
全
員
に
郵
送
し
ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
先

度
会
広
域
連
合
事
務
局

（
☎
６
２
︱
２
３
０
０
）

去る１１月１３日、伊勢シティホテルにおいて
納税表彰式が行われ、石材店を営む岡村宗明さん

（棚橋）が、伊勢税務推進協議会長表彰を受賞さ
れました。

岡村さんは、伊勢青色申告会理事を務められ、
会の運営・発展に多大な貢献をされていることが
称えられました。

おめでとうございました。

岡村 宗明さん
伊勢税務推進協議会長表彰を

受賞

平
成
21
年
度度

会
広
域
連
合
職
員
を
募
集
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去る１１月１５日、中川第２グラウンド、旧小川郷
小学校グラウンドを会場に、町体育協会主催の度会町
一般ソフトボール大会が開催されました。
大会結果
優　勝　度会ベントレー
準優勝　和井野クラブ

去る１１月２０日、５回にわたって開講された介護
予防サポーター養成講座「まめ道！！入門講座」の最
終回が行われました。自分の健康づくりについて学ぶ
ことをきっかけに、介護予防サポーターとして登録し、
町の皆さんの健康づくりの支援をしてもらおうと開か
れたこの講座には、３４人の方が参加しました。

最終日のこの日は、認知症サポーターとして活動す
る山口志津子さんを講師に招き、参加した皆さんは認
知症の理解と予防、患者への具体的な対応などの講義
を受けました。参加した皆さんのうち、２７人がサポー
ター登録し、登録された皆さんには、これから町の実
施するさまざまな介護予防教室の支援に協力していた
だきます。

一般ソフト
度会ベントレーが優勝

いつまでも笑って“まめ”でいるために
介護予防サポーター養成講座

去る１０月３１日と１１月１日の両日、町民体育館
や中央公民館、度会中学校体育館を会場に、『第２９
回町民文化祭』が開催され、延べ１，５００人余が参
加しました。
力作が勢ぞろい作品展

作品展の主会場となった町民体育館では、両日にわ
たり、書道、写真、絵画、俳画、文芸、陶芸、手工芸
など、各部門のさまざまな力作約５００点が並べられ、
訪れた皆さんを魅了していました。

１０月３１日には、中央公民館で「ごみ分別相談コー
ナー」が開催され、参加者は「空き缶釣り」ゲームな
どを体験し、ごみの分別とリサイクルについて学んで
いました。

また、度会町食生活改善推進協議会の皆さんによる
「健康食試食コーナー」では、たくさんの人がちらし
寿司を味わっていました。
芸能発表会で練習の成果を披露

１１月１日、度会中学校の体育館では、芸能発表会
が行われました。フォークダンスやフラダンス、詩吟、
筝曲、舞踊、歌謡、大正琴、民踊など出演者は日ごろ
の練習の成果を披露していました。

芸術の秋 
町民文化祭に延べ1,500人余

10広
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Close Up わたらい

去る１１月１３日、町民体育館を会場に、芸能界で
活躍されている辻イト子さんを講師に迎え、『度会町
文化人権講演会』が開催されました。

講演会では、みかん農家で普通のおばちゃんであっ
た辻さんの、知的障害を持つ長女ら２人の子育て、
４０代半ばから芸能界入りし、芸能プロダクション経
営に至るまでの経緯、５０歳を過ぎた元銀行員の夫と
の「夫婦漫才」への挑戦などが冗談を交えながら語ら
れ、会場の笑いを誘っていました。

また、自分の半生を通じ、「一度きりの人生、横ば
かり見ず、前を見て勇気を持ち、足を一歩踏み出すこ
とが重要」と力強く話され、会場に訪れた皆さんは一
様にうなずき、共感していました。

去る１０月３１日、度会中学校グラウンドで町教育
委員会・体育指導委員会主催の第２０回度会町民グラ
ウンドゴルフ大会が開催されました。

参加された２４人は、７４歳を区切りに若葉の部と
玉露の部に分かれ、秋晴れの下、グラウンドゴルフを
楽しみました。
大会結果（敬称略）
若葉の部　優　勝　相馬　友八　準優勝　清水　はる
　　　　　３　位　橋本志津子
玉露の部　優　勝　井戸本良巳　準優勝　小嶋さつゑ

　　　　３　位　小林　弘子

文化人権講演会に２５０人余 秋晴れの下
グラウンドゴルフを楽しむ

去る１０月２４日、今年度で１０回目となった町商
工会（杉本喜助会長）チャリティゴルフ大会が、工業
部会と建設部会の合同事業として、合歓の郷ゴルフク
ラブで開催され、１３２人が参加しました。

去る１１月１２日、大会に参加した皆さんのご理解
とご協力のもと集められたチャリティ募金で購入した
カラオケセットが、町社会福祉協議会（中村会長）に
寄贈され、れんげ草（町地域福祉センター一之瀬支所）
に設置されました。

贈られたカラオケセットは、デイサービスや一之瀬
地区の老人の交流事業などに使われます。

ありがとうございました。

去る１１月７日、ルネッサンスの森を会場に、小萩
区主催による『ほだ木のお渡しと獅子ヶ岳登山』が行
われました。

ほだ木は、昨年５月に開催された「シイタケ菌打ち
体験」で参加者自らがシイタケの菌打ちをしたもので、
この事業をサポートするいせしま森林組合の皆さんか
らそれぞれに手渡され、皆さん嬉しそうに受け取って
いました。

その後、小萩区の皆さんが作ったシイタケの入った
五目飯のおにぎりや豚汁、宮川流域ルネッサンス協議
会によるシイタケなどの炭火焼がスタッフに振る舞わ
れ、午後からは獅子ヶ岳登山をし、参加者は頂上から
見える壮大な景色を満喫していました。

度会町商工会
町社会福祉協議会にカラオケセットを寄贈

自然に触れる地域の取組　小萩区
ルネッサンスの森体験イベント
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わたらいClose Up

去る１１月８日、明野駐屯地開設５４周年・航空学
校創立５７周年記念行事が行われ、明野駐屯地の行う
各種行事に積極的に参加し、度会地域の防衛思想の普
及・啓蒙に努められ、駐屯地の発展に多大な貢献をさ
れたとして、度会町自衛隊協力会長の橋爪富和さん（大
野木）に感謝状が渡されました。

橋爪さんには自衛官募集相談員として自衛隊三重地
方協力本部長および度会町長から委嘱しており、安心・
安全で暮らせる地域社会を確立していくために、自衛
官の行動や活動に関心をもっていただけるよう募集相
談にもご尽力いただいています。

おめでとうございました。

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

11
月
19
日

寒か
ん
す
ば
る
む
じ
な

昴
狢
来
て
鳴な

く
比ひ

翼よ
く

塚づ
か

大
野
木　

串
田　

冬
扇

靴く
つ

紐ひ
も

の
何
時
し
か
濡ぬ

れ
し
露つ

ゆ

し
ぐ
れ

立　

岡　

牧　
　

明
子

石つ

蕗わ

咲
く
や
舟ふ

な

屋や

の
並
ぶ
漁

り
ょ
う

師し

町ま
ち

棚　

橋　

松
本　

貞
子

秋あ
き
ち
ょ
う蝶の
ふ
と
消
え
し
よ
り
風
お
こ
る

田　

間　

村
山　

和
美

初は
つ
し
ぐ
れ

時
雨
宣の

り

長な
が

大う

し人
の
塚つ

か

閑し
ず

か

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

竜り
ん
ど
う胆

の
経き

ょ
う
も
ん
づ
か

文
塚
や
石
の
文
字

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

伊
勢
神
宮
秋
日
か
が
や
く
渡わ

た

り
初ぞ

め

当　

津　

尾
嵜　
　

勝

小こ

春は
る

日び

や
猫ね

こ

の
百ひ

ゃ
く
た
い態

見
て
い
た
り

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

去る１１月１９日、第５０回全国体育指導委員研究
協議会山口大会で、度会町体育指導委員として町内社
会体育の分野で活躍されている森田勝實さん（和井野）
が、体育指導委員功労者表彰を受賞されました。

森田さんのこの受賞は、昭和５２年から度会町体育
指導委員として、地域のさまざまなスポーツの振興・
普及に貢献されたことが高く評価されたものです。

この受賞を受け、森田さんは「地域住民がそれぞれ
の興味や関心に合わせてス
ポーツを楽しむことができ
るだけではなく、日常的に身
体を動かすことで生活の中
にスポーツが浸透し、子ども
の体力向上から高齢者の健
康づくり、生きがいづくりを
目指して、今後もさまざまな
活動に取り組んでいきたい
です」と語ってくれました。

おめでとうございました。

去る１１月６日、県総
合文化センターで、県青
少年健全育成関係者表彰
式・研修会が行われ、子
どもの健全育成に貢献し
たことを受け、舟瀬勝さ
ん（棚橋）が県青少年健
全育成関係者表彰を受賞
されました。

舟瀬さんの受賞は、昭
和６１年からの内城田ス
ポーツクラブにおける青少年のスポーツ指導や町のボ
ランティア団体に所属した経験を生かした青少年との
清掃活動など、青少年の健全育成に対し、その模範的
な姿勢が高く評価されたものです。その活動は華々し
く、特に舟瀬さんが指導する内城田スポーツクラブは、
陸上競技において、１４年連続して東海・全国大会へ
の出場を成し遂げられています。

おめでとうございました。

体育指導委員
森田勝實さんが功労賞を受賞

県青少年健全育成条例表彰
舟瀬勝さんが受賞

陸上自衛隊明野駐屯地
橋爪富和さんに感謝状

12広
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Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ

10
月
20
日
、
１
年
生
全
員
が
参
加
し
、「
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
」
を

行
い
ま
し
た
。「
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
」
と
は
英
語
に
親
し
み
、
い
ろ

い
ろ
な
国
の
人
と
交
流
し
、
異
文
化
に
接
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

お
う
と
い
う
毎
年
恒
例
の
行
事
で
す
。
県
内
Ａ
Ｌ
Ｔ
７
人
の
協
力
を
得
て
、
英
語

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
く
遠
慮
気
味
の
生
徒
た
ち
で
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
が
進
む
に
つ

れ
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
打
ち
解
け
、「
ま
た
来
年
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
来
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ

た
声
も
聞
こ
え
、
楽
し
く
英
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

陸上競技部全国大会準優勝！ 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

12月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
○ × ○ ○ ×

6 7 8 9 10 11 12
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
13 14 15 16 17 18 19
× ○ ○ × ○ ○ ×
20 21 22 23 24 25 26
× ○ × × ○ ○ ×
27 28 29 30 31
× × × × ×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承

ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。

http://booklog.jp/users/watarailib

「日本ユース陸上競技選手権大会」（１０月１８日／山梨県）
女子やり投〈２位〉奥村つかさ（１年）４７ｍ１５※ 三重県高校新記録
「東海新人大会」（１０月２４日 ･ ２５日／愛知県）
男子円盤投〈２位〉田中　良典（２年）３９ｍ７０
女子やり投〈２位〉奥村つかさ（１年）４４ｍ３８
男子砲丸投〈５位〉田中　良典（２年）１３ｍ９８
女子円盤投〈８位〉奥村つかさ（１年）３１ｍ９１
「日本ユース陸上競技選手権大会」では、全国から標準記録を突破し

た１８名の精鋭たちが競い合う中の見事な準優勝でした。奥村選手は、
大舞台に強いタイプで、今後ますます期待できる選手。「東海新人大会」
では２名の選手が４種目において入賞を果たし、来年のインターハイに
向けて明るい材料が見えてきました。この結果に満足せず、冬季トレー
ニングで「力を出す力」を蓄え、全国で勝負できる選手に育って欲しい
と思っています。　　　　　　　　　　（陸上競技部監督　山本　浩武）

「
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
」
は
英
語
ゲ
ー
ム
づ
く
し
で
、ど
の
ゲ
ー
ム
も
個
性
的
で
面
白
か
っ

た
で
す
。
休
憩
時
間
の
会
話
も
英
語
中
心
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
な
り
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
た
と
思
い
ま
す
。
わ
か
る
単
語
と
単
語
を
組
み
立
て
た

妙
な
文
を
身
振
り
手
振
り
で
伝
え
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
は
と
て
も
盛
り
上
げ
上
手
で
、
た
く
さ

ん
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
交
流
の
企
画
は
、こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

（
１
年　

實
松
愛
美
）

　

２
０
０
９
年
度　

度
会
校
舎
文
化
祭

10
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、『
２
０
０
９
年
度　

度
会
校
舎
文
化
祭
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
の
開
祭
式
で
は
、
巨
大
貼
り
絵
や
垂
れ
幕
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
降
ろ
さ

れ
る
と
、
体
育
館
は
文
化
祭
ム
ー
ド
一
色
に
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
家

庭
部
と
情
報
処
理
部
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
各
ク
ラ
ス
と
交
流

文
化
部
の
音
楽
発
表
、
地
元
で
活
躍
中
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
の
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
午
後
は
、
武
道
館
で
有
志
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
、
教
室
や
体
育
館
な
ど
で

は
催
し
物
や
展
示
発
表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
３
年
生
の
模
擬
店
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
彩
幸
の
皆
さ
ん
の
来
校
も
あ
り
、
さ
ら
に
に
ぎ
や
か

に
な
り
ま
し
た
。
閉
祭
式
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
生
徒
会
共
催
の
全
校
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で
始
ま
り
、
各
企

画
で
の
優
秀
ク
ラ
ス
な
ど
の
発
表
や
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
例
年
と
は
違
う
形
に
し
よ
う
と
生
徒
会
で
考
え
、
今
年
は
会
長
の
挨
拶

を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
て
体
育
館
に
流
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
行
く
こ
と
の
で
き
な

い
屋
上
で
、
何
度
も
練
習
を
重
ね
、
何
度
も
失
敗
し
て
、
文
化
祭
前
日
に
や
っ
と
完
成
し
ま
し
た
。
当

日
う
ま
く
映
像
が
流
れ
た
の
か
ど
う
か
、
僕
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
に
か
く
楽
し
い
文
化

祭
で
し
た
。

（
後
期
生
徒
会
長　

２
年 
御
村
冬
馬
）
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Watarai Information

お知らせ
Watarai Information

子育て支援教室『クリスマ
スツリー作り』を開催
▶開催日時　１２月１８日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない

１歳以上のお子さんとその保護者
▶内 容　ツリーの色紙額
▶定 員　２０組（先着順）
▶参 加 費　１００円
▶申込期間

１２月７日（月）～１１日（金）
▶申込・問合先

町子育て支援センター
（☎６３－００７０）

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　１２月２４日（木）

午後１時～３時
▶開催場所

県伊勢庁舎ヘルスサポート室
▶内 容　専門医・保健師による

個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。
▶予約・問合先

伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７－５１４８）

美
うま

し国三重市町対抗駅伝大会
町代表参加者を募集
▶開催日時

平成２２年２月２１日（日）
午前９時スタート（雨天決行）
▶コ ー ス　県庁前（津市）～県

営総合競技場（伊勢市）１０区間
４２．１９５㎞

里親を始めてみませんか
子どもは、親の深い愛情に包まれ

て、家庭で心身ともに、健やかに育
つことが望まれています。

しかし現実には、親の死亡や病気、
また子どもへの虐待などさまざまな
事情により、親と暮らすことができ
ない子どもが少なくありません。

里親とは、このような子どもを自
分の家庭に迎え入れ、深い愛情と誠
意で養育してくれる人のことを言い
ます。

里親になるには、児童相談所に申
請し、里親としての認定を受け、登
録する必要があります。

なお、里親として子どもの養育を
開始したときから、子どもの生活費
と里親手当が支払われます。

里親制度について詳しく知りたい
方や、里親になることを希望される
方は、児童相談所にお問い合わせく
ださい。
▶問 合 先　県南勢志摩児童相談所
（☎２７－５１４３）

ご利用ください
交通事故無料相談

（社）日本損害保険協会では、交
通事故に関する相談をお受けしま
す。
電話相談　※面談可
▶相談日時　毎週月曜日～金曜日
※祝日は除く
午前９時～正午、午後１時～５時
弁護士相談
▶相談日時
毎週木曜日　午後１時～４時
※要予約・要面談
▶問 合 先
（社）日本損害保険協会四日市自
動車保険請求相談センター

（☎０５９－３５３－５９４６）

※ジュニアとは平成２年４月２日か
ら平成６年４月１日までに生まれた
方
▶募集人数　各区間２人
▶参加資格　町内に在住または在勤

している方（小・中学生、ジュニ
アは、保護者の居住地から出場可）
▶申込期限

１２月１６日（水）まで
▽申込・問合先

町教育委員会事務局
（☎６２－２４２２）

区間 距離 対象

１区 1.28㎞ 小学５･６年生女子

２区 1.85㎞ 小学５･６年生男子

３区 3.76㎞ 中学生女子

４区 5.65㎞ 中学生男子

５区 4.60㎞ 40歳以上男子

６区 6.36㎞ ジュニア男子

７区 2.89㎞ 一般（中学生以上）女子

８区 3.43㎞ 20歳以上女子

９区 5.95㎞ ジュニア女子

10区 6.425㎞ 20歳以上男子
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『第15回宮リバー度会パーク春まつり』
おたのしみステージ出演者
フリーマーケット出店者を募集
▶開催日時　４月４日（日）

午前１０時～
▶開催場所　宮リバー度会パーク
おたのしみステージ出演者
▶募集期間

１２月７日（月）～２５日（金）
※町内在住の個人、グループを優先
します。
※応募者多数の場合は、実行委員会
事務局で抽選します。
▶種 目　歌、踊り、バンドなど
※時間の関係上、出演時間は入退場
を含めて最長１０分とします。
フリーマーケット出店者
▶募集期間

１月５日（火）～１月２９日（金）
▶募集人数　３０人（１人１区画）
※町内在住の人を優先します。
※応募者多数の場合は、実行委員会
事務局で抽選します。
▶販売面積　１区画約１坪
▶販売品目　衣料品、日用雑貨、園

芸品、手芸品など
※商品、食品、危険物の販売はでき
ません。
▶出 店 料　１，０００円（現金ま

たは定額小為替証書）
▶そ の 他

出店場所の提供のみで、準備から
片づけまで各自でお願いします。
その他必要事項は事務局の指示に
従っていただきます。

▶申込・問合先
役場産業建設課内

『第１５回宮リバー度会パーク
春まつり実行委員会事務局』

（☎６２－２４１６、ＦＡＸ６２
－１１３８）

町立学校の参観をどうぞ
町内小中学校では、町民の皆さん

に開かれた学校づくりを目指してい
ます。

統合後の小学校や中学校のよう
す、子どもたちのようすをぜひご覧
ください。
▶後期開放日時

１月１３日（水）～１月１５日（金）
午前９時～午後３時まで随時

※ただし、水曜日は正午まで
▶開 放 校

度会小学校、度会中学校
▶対 象 者　度会町内にお住まいの

成人
▶そ の 他
◦駐車場や学校の出入口は、各校の

案内に従ってください。
◦受付で名簿に氏名などの記入をお

願いします。
◦インフルエンザへの対応のため、

マスクの持参をお願いします。
▶問 合 先

町教育委員会事務局
（☎６２－２４２２）

「美
うま

し国おこし・三重」座談会
参加者を募集

「美し国おこし・三重」は、平成
２１年度から２６年度までの６年間
にわたり、地域の特色を生かして取
り組む地域づくり活動に対して、さ
まざまな支援を行うとともに、地域
内外の交流・連携を拡大し、自立・
持続可能な地域づくりにつなげてい
こうとする三重県の取り組みで、そ
の一環として県内各地で「座談会」
を開催しています。

地域をより良くしていこうという
思いを持つ住民の皆さんが集まっ
て、地域の課題や将来について語り
合い、専門家と一緒に解決策や方向
性を考える場が「座談会」です。
「座談会を開催したい」というグ

ループの皆さんや「座談会に参加し
たい」という方、活動仲間をお探し
の方など、まずはお気軽にお問い合
わせください。随時、座談会の日程
調整や開催場所の調整など開催・参
加のサポートをします。
▶問 合 先　役場政策調整室
（☎６２―２４２３）

おせち料理講習会を開催
度会町食生活改善推進協議会で

は、おせち料理講習会を開催します。
ぜひ、ご参加ください。

▶開催日時　１２月２２日（火）
午前９時３０分～正午ごろ

▶開催場所　町保健センター
▶申込期間

１２月８日（火）～１５日（火）
▶参 加 費　６００円
▶申込・問合先

役場福祉保健課
（☎６２―１１１２）

４月４日（日）
第15回宮リバー度会パーク

春まつりを開催
盛りだくさんの

楽しいイベントを計画中！

『伊勢志摩第九コンサート』を開催
地域や性別、年齢などを超えた友

情の輪を広げるとともに、地域の皆
さんに音楽と触れ合う機会を提供
し、音楽文化の普及を図ることを目
的に、『伊勢志摩第九コンサート』
を開催します。
▶開 催 日　１２月２３日（水）
▶開演時間　午後２時　
※午後１時３０分開場
▶開催場所　伊勢市観光文化会館
▶入 場 料
◦前売り券　１，５００円
◦当 日 券　１，８００円
※全席自由席
▶入場券取扱先　伊勢市観光文化会

館（☎２８－５１０５）
▶問 合 先　伊勢志摩第九を歌う実

行委員会　実行委員長 富田
（☎２４－６１４５）
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支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時

１２月４日（金）・１８日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役 場 福 祉 保 健 課（ ☎ ６ ２ －
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０－６５２５）

12 月の 町 税

Watarai Information

遊・友・YOUくらぶ

平成２２年１月１３日（水）
　　　　　ひよこグループ
平成２２年１月１４日（木）
　　　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※年末年始（平成２１年１２月２９日
～平成２２年１月３日）は休み
※多目的ホールが事業で使用できな
いときは、創作活動室をご利用下さい。

地区巡回広場わたぼうし

平成２２年１月　７日（木）
　町地域福祉センター一之瀬支所
　（旧南中村保育所）
平成２２年１月２１日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３－００７０）または役場福
祉保健課（☎６２－１１１２）まで

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

固 定 資 産 税　第３期
国民健康保険税　第８期

※口座振替日は、１２月２５日
（金）です。預貯金残高の確認
をお願いします。

３歳６か月児健診
平成２２年１月２０日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１８年５月・６月生まれ

のお子さん

乳　児　健　診
平成２２年１月２０日（水）

受付：午後１時～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２１年１１月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成２１年６月生まれのお子さん

育児相談（保健相談）
平成２２年１月８日（金）

受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業建設課

（☎６２－２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子などを販売して
います。多数のご来店をお待ちしています。
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今 シリーズ
夜の夕食

健康な食生活は、バランスの良い食事で成り立ちます。
コレステロール値の高い方は・・・
◦動物性脂肪を摂りすぎない
◦青魚を努めて食べる
◦野菜、食物繊維の多い食品を十分に摂る
などに注意して食事をとるように心がけてください。

度会町食生活改善推進協議会

脂質異常症予防料理　サバのカラフル南蛮煮

材料（４人分）

❶サバは骨を取り除いて、１切れを２つか３つのそぎ切りに
する。
❷ネギは３センチ長さに切り、ピーマンは乱切り、にんじん

はいちょう切りにする。
❸フライパンにごま油を熱し、サバとネギを並べ入れ、両面

をこんがりと焼く。
❹Ａを加え、ふたをして５分ほど煮てから、にんじんとピー

マンを加え、火を通す。

作り方

サバ ４切れ
ネギ １本
ピーマン ４個
にんじん ４０ｇ
ごま油 小さじ２

　　しょうゆ
 大さじ１と２分の１
Ａ　酒 大さじ１と２分の１
　　砂糖 小さじ２
　　豆板醤 小さじ２分の１

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場
◦総務課 ６２−１１１１
◦政策調整室 ６２−２４２３
◦税務住民課
・住民係 ６２−２４１１
・税務係 ６２−２４１４
◦福祉保健課
・福祉係 ６２−２４１３
・支援係
　（地域包括支援センター）
 ６２−１１１８
・保健係（保健センター）
 ６２−１１１２
◦生活環境課 ６２−２４１５
◦産業建設課
・農林係 ６２−２４１６
・振興係 ６２−２４１６
・建設係 ６２−２４２０
◦出納室 ６２−２４１０

◦議会事務局 ６２−１１１３
◦教育委員会事務局
 ６２−２４２２
◦夜間・休日宿日直室
 ６２−１１１４
■保育所
◦棚橋保育所 ６２−００７４
◦長原保育所 ６４−００２２
◦中之郷保育所 ６２−００７０
■地域交流センター
 ６３−００７０
■社会福祉協議会 ６２−１１１７
■わたらい緑清苑 ６２−２２００
■美化センター ６２−０２４９
■中央公民館 ６２−１５８８
■度会小学校 ６２−０００４
■度会中学校 ６２−０１９４
■バザールわたらい
 ６３−０３３３

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５

おめでた

おくやみ

10月中に届出のあった方（敬称略）

子の名前 保護者名 字名

佐藤　快
カ イ ト

人 裕司 棚　橋

牧　　幸
ユキ

村
ムラ

 昌幸 立　岡

植松　大
ヒ ロ ト  

翔 孝泰 大野木

山本　晄
コウ

平
ヘイ

 裕昭 棚　橋

10月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前 年齢 字名
中西　シズヱ ９６ 立　花
田畑　ヒサ子 ８１ 平　生
味噌井つるゑ ８５ 牧　戸
田村　いよ ８８ 下久具
中西　こたま ９５ 上久具
藤田　アヤ ９４ 上久具
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL 0596-62-1111　FAX 0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記
外の空気も冷たく澄む１２月。いよいよ「師走」

に入りました。
今月号を編集する中で、年の終わりを感じさせる

年末調整や確定申告、新年の始まりを告げる成人式
のお知らせなど、皆さんより一足先に時の早さを痛
感してしまいました。

何かと慌ただしい季節ですが、１年の締めくくり
としてこの１２月を過ごし、新年を気分よく迎えま
しょう。

自然と触れ合い　ウォーキング
去る１１月８日、健康増進と自然との触れ合いを求め、日

の出の森を会場に、町体育協会主催の度会町ルネッサンスの
森ウォーキングが行われました。

参加した２８人の皆さんは、小萩ルートから獅子ヶ岳山頂
を目指しスタートしました。

山頂では、眼下に広がる景色を眺めながら、参加者同士で
交流を深め、草木などの自然と触れ合うなど秋の１日を楽し
みました。

人　口	 男　４,３７７（＋ ４）	 出生　　４
女　４,６７１（−　９）	 死亡　　８
計　９,０４８（−　５）	 転入　１３

世帯数２,８１４（＋　２）	 転出　１４

平成２１年１０月３１日現在
(　 ) 内は前月比

皇學館高等学校３年生の永木真一朗さん。
永木さんは、志望していた大学への進学が決まり、

残り少ない高校生活を満喫しています。

★進路について
志望していた大学への進学が決まってほっとして
います。大学では将来を見据えて勉学に励みたい
と思います。

★高校生活を振り返ると
高校生活では、特に部活動の野球に力を注いで
いたように思います。野球を通じて友人も増え、
友人の影響などもあって勉強にもしっかり取り
組むようになりました。

★子どものころは
子どものころの記憶として、「子ども議会」に
議長として参加したことやソフトボールに励ん
でいたことをよく憶えています。

★私生活について
スポーツをすることが好きなので、休日は友だ
ちと体を動かすことが多いです。

★度会町の好きなところは
自然が豊富で空気がきれいなところや周りの人
たちが優しく、親しみやすいところが好きです。

★度会町に望むこと
自然を大切に残してもらいたいです。

永
な が

 木
き

　真
し ん

一
い ち

朗
ろ う

 さん
（鮠 川）18歳

かがや
びと

わたらい人人輝け輝け
a Person of Shining Wataraia Person of Shining Watarai
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